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原 著

高血圧と心不全の心筋内カテコラミンと

α _ 1 , β _ 1 , C a ^ & l t ; 2 + & g t ; 受 容 体 に つ い て

燕労災病院循環器内科

渡 辺 賢 一

Cardiac Catecholamine Concentrations and α_1,β_1,Ca^&lt;2+&gt;-Receptors 

in Patients of Hypertension or Heart Failure

Kenichi WATANABE

餅彿繭縮好C彿海面離㌔　罰融料則雄短彿羞転細雨

An improved high performance liquid chrornatographic procedure useing an electrochemical

detector (HPLC-ECD) for the analysis of catecholamine In tissue Is described. The separation

of norepinephrine (NE) , epinephrine (E) , dopamine (DA) and 3, 4-dihydroxybenzylaniine

(internal standard) was achieved within 14nilii. Detection limits were 5pg for NE, 15

pg for E and 20pg for DA at a signal to noise ratio of 3, respectively. The recovery

of these eatecholamin.es eluted from the alumina, was above 80%. Useing this method,

the determination of cardiac catecholamine concentrations of Wistar-kyoto rat (WKY) and

the spontaneously hypertensive rat (SHR) was carried out. In fetus of WKY and SHR,

cardiac E concentration was high. With the growth of rats, cardiac E concentration went
down, while a rapid Increase of cardiac NE concentration appeared. Cardiac NE concentration

of SHR became higher than that of WKY significantly in 16 week-old rats and cardiac NE

concentration of pregnant SHR was higher than that of 16 weeks-old SHR.

Cardiac NE was lower in cardiomyopathic hamster (BIO 14.6) than in the control

hamster. Coenzyme Qio was administered orally for 10 months tended to increase cardiac

NE in cardiomyopathic hamster. These findings confirm the protective effect of Coenzyme

Qio In myocardium of idiopathic dilated cardiomyopathy patients. Xamoterol, a /Sp-partial
agonist, was given orally for 7 days (100mg twice daily) to healthy volunteers and patients

with heart failure. Lymphocyte /5-receptor density (Bmax) and affinity were determined
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カテ コラ ミンチ β受容嵐 ザをテ ロ…ル, ブ タラデ シ ソ,心 不全芦 高血圧,心鷹症

緒 言

商政経治療 の 田的 ぼ軒随伴症 状 の改善 と二次性賠器,

特 をこ男顔中心 面腎障害 の発症 進展防 止 で あ る申治療にもか

かわ らず宇高胞腔患 者 の一部 は産室肥漉動転不全を合併

す る. - 瓦 原 因 不 明の心 不 全を望する拡張型心筋症

(Ⅸ 関) は各穫 治療 薬投尊に屯かかわらず, 5年生存率

が約5田% と予後不良である畑 高血圧争心不全の発症進

している2)匂

心細 人目.い一二卜I.ミパ農度∴fl∴ E3.(~ーこ-1受r糾 樟 渦j定

Lや高血圧と心不全に対ずる可鰭性を検討 した¢
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(第 - 部 〉 心 筋 湧 テ =3ラ ミ ソ 濃 度 と 心 筋 勘 ,動 きだa紺 受 容体 殿 測 定 法

本態 性 高彪 圧 の病 因 は い まだ 明 らかで はな く, 商 彪圧

患 者 が必 ず し屯均 一 な病態 を示 す 屯の で はない｡ 交感 神

経 系 や レニ ソ 車ア ンギオテ ソシ ソ系 の昇姪 系 が注 目され

てい るがヲ指 標 とな る戯凍 ノル エ ビネ ブ リソや戯凍 レこ

こ亮細 工は正常 Ii'tLf圭針 二比較 して高伯 を,i-昌一し㌦用 巨 -.なし､.

つ ま り本態性 高血圧 の病 因や昇圧機 転 は,健---な昇琵 系

の変 化 のみで は説 明 しえない.

高 血軒治療 Lr汗汗畑 土.随 伴症 状 (71改 善 )∴二沃性臓 器障

害 の防止 で あ る.心臓 で は産室肥 東予心 筋梗 塞 な どが義

要 で あ るが き そ れ らの 発 症 進 展 に は カ テ コ ラ ミソや

(Y. (3.e;1受 容 t樟 潤 連 して い ::喜一.

減弱 が あ り, これ を補助 す るた め に 3つの適応機構が働

いて い pt''. 第 1に n.;lnlく-St州･lillL.法 則に⊥::吊】J摘出UL二

力の増強き心拍数時機頴田をこよる心拍出慶の増加である.

そLrlflJli'')適LtJI-ii一針 二して心肥 Jtl.心拡 大. 吊fLi血管f川J

も711､-杏:L

JL-_(,ト試料中ハ-1]:;二.rl･J･･ミ∴丁目膏巨r潤J定圧.本態性高

血圧症をは じめ磯櫓の疾患の診断および病態生理の解明

に~貯aJ-:ごく~樟工 'L.休式や半恒 1･lj:,∴I:,ミント上目 -1人J､て微

塵のために夢そ殿柳窪をこぼ高感度な検出法が要求される平

測定 jj法嵩 十tj--~J'/Il~7--､･t､~ナこうp'(汰.酵素ーF'で､J卜-

プ法および高速液体 タロマ 喜､グラフイ法 (摘PLC)があ

るがチガスタm瑠 トグラフげ法と酵素アイソト--プ法は

前勉理の煩雑 さ畢装匿が高価であることなどの難点があ

る3､.展近 川 )1._(､に電気T'L苧検出器 LE(二I~)1ft凍HL合

わせた測定法が開発されカテコラミソ測定に健属 される

ようをこなり,前処理法の簡易化など検討されている竣)5)

自然 軽症高血汀予 -～卜 LSH~R)はtI.卜(ノ71本態性高血

u･:症Lf吊ーく･､来たIT:∴一一:･l上され,成長しL_LLlヰ)に毒fflL圧､心

ぼ心肥東から心不全が発症 し,心鷹症のモデルとして使

潤 されても､る.義政圧 と心不金の病魔解明のためた卜及

び動物のカテ コラミソ漆度 とαき 針 C級受容体を測定

することは意義がある｡

(I) 第 1章 ヒ トリンパ球 β受容体の測定 (図 1,

2)

- ′＼り1,化血液 を 151111採血 し.ドi(lol一Lllnr111,に

日南t.1.i-'0(1rl)111で:iO分間遠心 L..JL.そハ中間層を
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11ho叩hnlL,bufferL,dら;llill()で 1.0()Orpm lO分間2回

洗浄後.12)Orll九･11′t､ris-flClと L10m入:1Mgぐ12(､PIlT.･･い

液･二巨で一事ンぺ球数 1＼10tl'm上〔守こt''iうに調整 した.

mh･･lMgf12と}ころように t25トiしd(YylnOPilldorol(rCYPl

を加え.1)二汀 L'T)水槽で60分間 inrubこ1tL,した.iJIL,utⅥtioll

は冷水にて glこISSfihCllfilterLCfTC,Whi-ltrTl乙川)で

通過 し..て終 lLL 1().lLh･,1卜proprこmOlol加と不加 2

種類を(ミ･-~lL'lfi耶こt.i-1dioligLind0.O卜 1.()Inh,rl追加 し,

SeI･ltehこIrd法iこ-.こlI:-ぺ球 針受容体放しt:親和性を測定

した拝~＼

蚕r'Jii汀㌃Lowrl･法にて測定 した..

図 2ハこ､し∵く良好左 SLlこItL,llこ1t･(i曲線が得!､一打し

(2)第 2章 心筋a,β,t~111受容体測定

吐 卜心筋は死体解剖時摘出標本を液体窒素で急速冷凍

し,測定 日まで-80℃で保存 した.ラ､ブトおよび-ムス
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L S .層 2 3

0 1 8 1 2 1 6

min
Fig.51(~thrいnlLlt(唱rこll11(･f-＼･＼'iトlL,1-恒,いl L I r こIt S h t u ll(､＼trこ1Ct.7,Smitll(､mこIlSt;111〔ia7-a .且-jルエビネブリソァ2-エビネ 7 u y 亨3-ドーパミン

温度LLl)5t'に設定 日～こ.移動相は Ll.1人117:t~二.酸緩衝

池 川1-卜1.･･~い l_!二1-ll･J-一′し混合液 し桁も‖;.)ll｣二二_∃lum

I/,I)′Ⅰ､八･'_'Nこi:･IO.(汀Oい･ト1ト7-,l硫酸十 卜lFr~-1∴含有LTl

溶液をL臣 ､.流速昌.t∴与t･111111ill､l_し;∴ l･IL'L)にrぼ

＼'こIllこ1(､0＼TM汀.lot.:＼潮5本担[㌍隼を.T削､誹王師注目二は+0_I

＼'＼,～.;＼LT▲1.LLT('t.'>二した～一.

ノJL.､Ⅰ~L~ト ′Hこ しNll:~1.ェL-!t∵J!】二′ ちlU. ト .

ぺミニ Ll)八1汗 L)tlt3人 ハト ー''JLlAfjさ∴町十王しか∴

算出 巨J._I..

く結 果〉

分.1)111主.＼-.8.こi分,I)八一･､--12.-1分Ll川E汀二分離 上 佃 'J

ハし∴-1I'ハ分離状態 も良好.:/:I:;-了こし図 -1.5†.

心願ホモジネ--卜に対する卦テコラミソの添加回収実

験では 0,5m窟72血5m鑑で検討したところいずれも9 5 %

以上を示 した (索 郎.

この測定系をこよる最小検出限界は S孟屠naUmo i s e - 3

で Nl･:-:::二1-1r1g.1㌧二lrlL)LT.0人.-3Opi:~1㌦ドト.L∴∴ ~ま た

アルミナからの回収率は平均84%でありき変 動 係 数 は そ

れぞれ3%以内であったる

さらをこ保存をこよるカテコラミソの変動を検 討 し た が ,

心筋摘出後-鮒℃で 2週間保存後と当 田 測 定 し た N E

･1(う ±L)1llLI:i..帆-.t∴ Ⅰ~二)八 五 二T?-+こ.'工 (ミ ∴ : + こう ∴ ヲ n さ三 LL r . V ( .

食 中 ) は不変であった.

Tatlltll八11こ111.till;-ll7-(､L､い＼ ,し､ 工･1 ･ い l c Ll t (? L, h ( 圧 l m itl(､ドこl(軌､tltいrこllll L ､ Ll r t .

rOmいいund ▲ヽd(ービバ t T o u n d Rぐ(VVtlry C J . V .(n醒)( n g / i O m 鑑 も 豆 s s u e ) (%) ( % )

NorL両日叩hTi日工p-∩(､phrin亡､nopamin(千 いO.fl i . L1 7 ニ ト い . 0 6i . 0 5土 い . い } 9 6.5±∴ う 3

2.500.5 6. 8 0 十 0 ◆ い 10▲1 リ 十 0 . 0 50.やボナ い . い ? O T . 一十 1 . I9 ∴ 0 ± う . O ∵3

2.500.5 ご.95十0 . い ∵0.30±0, 0 さい.OS十0.01 や さ . ご サ バ.一95.う十} 33
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く第 二部) 高血 圧 と心 不 全 をこお け る心 願 カ テ コ ラ ミ ソ濃 度 と 勘 ,熟 ,C級慧+ 受 容 体

経系が大きな役割を演じている.しかし方法論の問題 も

ありまだ不明の点が多く声将来の研究をこ期待する多 くの

ものが残 されているや

SHR.心的症-ム-(-'1--1.心木令患者(/'1心的または

血液を周い高血圧と心不全をこおけるカテコラミソ濃度と

汁. 右 Cil受容休フhtil促 した.

(I)第 1章 SHttの成長と心筋カテコラミンの

変動

く対 象)

S川-il二Wistt,l･-.t亘いtO:,･､ノト (ⅥlTtくY')ハ心拍封 ､,i

トハ5期で摘出使用し上.牛後t:3週日に受胎したLT.､･･卜

+雌仁_i二組心拍 し妊娠期し?)は遇齢雌lを摘出した,-:l吏上

牛後コ遇齢 凋~=Il.6遇齢 潮蔓､1虹_しこド16遇齢 し飾ll:)･L･･

卜し'l.L､桐を各群1()匹一十 ~-同様に摘出 tlL:.胎仔は仝心 /qJ/i.

その他は心基部を健潤 した甲

t･:
I,.:
i:I:t.;.

:;

::
.
,

I::,
"
:

〈結 果〉

Ej甜f心では ＼､＼1く＼~､Srllt.!二もtTJ!.滝古く,肌rIく1Yは (i-･1±21

nLrど.＼V.I_.SHIくは !･)0十二汀Ilgg.W.I.で.i;- IJ_.

出牛後はtlI(･'1低 卜!-.NI‖ )急激左._1二好が.Itt''虹 特に SHlt

･'-:_:L酢町こあ,･､た.妊娠､-.こ･Sf-iR (り NF,は さ吊 こ_1潮 ･

LI):.汀十(帆 (561±78nきヱLT.＼V_1.,pくtl_(ll1 したLTlに対

しWKY では上界はみられなかった 鰻50±77,35壌土89

llLILl.＼＼∴t｣ .1).:1L旺T:娠て高 く左::-:l傾向にか L雄二(.図

(い.

く考 察)

S相沢 の高血圧発症進展とカテニiラミソの関係を明ら

かに十-:二'た.軋 筈苦1､一が改良 iた ト='I.JC-rl:el)法をf/ij'

いて,心細 IlトI]:,~二1-うミン含有量二十各遇齢で測定 した.

胎仔心筋では既が多 く,生後発蘭するをまつれてEの慶は

低~下1 ∴ 狂号二NTT,甘急激に増加 し-/}∴ STH-tでは.1適

齢で高血圧 が発症 じ以後進展するといわれるが, 2遇齢

SlIR で ＼＼､rlく＼Iに比 L Nil:が高い傾向を示 し.さ吊 こ

NE E DA NE I: DA NE E DA NE E E)A NE E
L FQIut一 ｣ ユweek,｣ ｣ ●yeekJJ L 1b～..klJ ｣ =

FiRT.6 CLllLILlhOlM11itl(､ハ)‖CLlHtrIltiい=SillhLILlrtL1f儀,rislL､I･.t阜いtいt-こItSLⅥ･'hitL､h;lr)
andsr)いHtこIn(､いLl小･恒-peI-tPtlSi＼･(､rこltS((1(-that-I.IllHln+1SI_).



渡辺 二融白汗ヒエ心卜全し丁~亘.､略｢~里J:;二I:/l工 と Et,I.i31.し~'こIこ汁 受l酎 恒二一一~､し､て ふ13

[如f'llTL状態が維持さ汁~.こいるl(う遇齢では Nト二が存意に

昇がみられたことは心肥大や妊娠中毒症などとの開適で

重要と思われたIO).

(.1)第 2章 心筋症ハムスター (rilOl.I.ti)と

ヒトの血中および心筋カテコラミン

生体内カテコラミソは,E,NEタDA の3種が存在

遺伝的霧因くH
◆

心筋蟻酸代謝節鼎常
グロ▽テン轄タンパクの異常

が --｢霜 ニ ルア祝
心筋タンパク代謝異常

基底
構造タンパク分子
構造の変化

i
収縮タンパク機能
の低下

i

化学エネルギ-
利確率低下

心凝脂質代謝異常

筋熱 戒抱腹透過性完遇
着葬取舵瑚 崖下 Caイオン細胞内

鼻
筋綱雄健Caイオン
プ-ルの減少

鼻

筋甥内Caイオン
の低下

心筋収縮力の低下

__‥｣

ミトコンIHjア障害
i

£ネルギ-産生能

低下 を

心遍雑考転構造の崩壊

_ ･ 喜

IlliLr.7 Ⅰ〕いSSibleL,肌lSLIS川-【)r(､Ci両 こItiTltL.l■;1°lors

inCこ17-dioml,ol);~lth..

: ､l ･･

(ng/gwt)

●●●●

500

●●

Control

0

00
MC D

(frllOl/mg･p｢ot)60
50

40

30

2 0

10

しき変感神経終末部 において,テロシソからチロシン瀦

y声凍酸化酵素紅より 紺E となる.生成 された 椛 は

史感神経終末部において貯蔵 され 交感 神経刺澱にLい 1

放出され,その作周を果た した後に,再吸収 され るかま

Table2 i-iumこInPILIStllilnOIでPiTlL-i)hri‖tl

デonc倍m竜Taもiomsand折 ec離 ors
i11 1さ.rl叩hいLlytL､.

し八 1 1lL､油 恒 ･ ＼.O 】し111tPH_̀i

N o tで P itlP P h rin (- ､Tlきヱm11

I-i(u rt rこltL- Lt~灯 こIIs 111i11~1

t･ご7-こILl i川 1こ1t Sh tlr･tP=in阜ヱ110日＼

t'n llt,lX (.トilt)ド し･し､1日

tt:)､1 ll(-こIT･t rililL1rLl

llL､こIrl rとlい t､山 ､IL1lslllitll

ド 1-ilLltiL-ll;ll sh (,rtt.1日itlL.(0(.1

r')m l,l＼ lsitL-S LlL､111

t-''l). b lo o d p l-e SSu7･L,

0∴?ニトtO.い(i

78±15

11とくj二17

35±3

1.ll(ミtitこ汀3

0.51±0.29

70:±9

110±1こう

19:±7

931±L)Ill

- ■ --

(号moumgや和音き く緬o電柵針p傾き
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Table:i('ill-LliこlL:nOrLli)i11叩hriTlt,し･い目し･t,Htrilti(川.i.
('ilr(圧IL､川汀tl)illPPhr血-＼＼･こI_ilい＼＼,L､rhlL二三1rCii…1rL叩こIthiL･江九､lHililnlHL､rth.･1日
inth(?t.丁川ltrい!hこ川lゝtt1r-.
(~'し)…17〉TTll(､(右iltt･=(付し圭1日両し･rmヾ(It､こIt･し1iこiL､Tl(1r･t,llim､再1t･int､.

I)('＼tt十:liiy川南t

I,づltト〔HMLi

1)して＼li.<=-いい両n-;iHこILTt)llihl

ア嶺窮望:86

ⅢHln十1ドt〕 *E-く(1,鵬＼-t<l)('＼.ihこImトト,r

たしHJQ･ff-さ木十八 二_ナ亘､ノ上進,_ナ豆二徽塙ハNl･:｢摘沌し

中小,~二Lr-:,ミンし∵さ-濡十十キ∴ -jj.lI,汁.辛::.仁こ副

千,i基転位酵素 ､l'N＼1̀l'1に､_い1t･:ミ･∴射奥l_て＼裾Ijl

さ[工,/.二il漕苧素清作LE＼副腎皮質､い)･領f上り工､ソ､Ji

二I二ILtトトこす了′卜に十{:I.1硯.制さ.巨･:IL､:上

心不全時をこぼきぬ中東テコラミy濃度が着意殿上静を

示しタその盈症慶が遍くなるほど轟くなる(薮郡.

は多数認められている旦農工蹴Aiの病態を心筋の代謝衝

から検討を加えて化学的をこ分断することをこよ咋男心厳をこ

原発した病鏑と発症機構を解明できると願符されている｡

しかし虹卜心筋で化学的骨折を行うことは慶的制限など

があるためをこき疾患モデルとされるシリア系-ム凍原-

で実験が多宅行われているB

∴湖心し二~ト二:-し衷'1.{Li.図(611.r)∴二i心十糾:i-=iy)変

域神経活動Iy~噛畑､.∴巨:雄摘侶)晒.頼十称n･,'_こし小.交感神

ソ濃度殿噂都を魁たもし予心筋内灘テコラミソ碍抽渇を

カテコラ三㍍脅威練達酸素であるチ四かソ凍酸者E:酵素活

性の有意の儀常が観察されノていて牙脅威系と放出轟職異
常が輔謹･･l二.lL､拙さっN卜二ハt.ttトト信F_I-/‖-.(:いて二号

ド)し､＼11し､(1い=/y=11､(hi)

汁lこう十Lt)::)*

考:い㌧弓工-.

(3)節;l葺 ヒト血中および心筋におけるa,β.
(:il受容体

表 2.図(ii一､､二∴十トト71..工臣事二-亘､樟登'斜杭
心的{う登杏f･巨･亘に十常肴.､い巧くトトニ1い†∴ Il二,i..球

のβ受容体は鮎 といわれ,このリソバ球戯受容藤や

の開陳は不明翻意が多い也しかし心筋を経時点に検癒せ

ることは困幾であり芦現時点ではとりあえずの目安とL
L.∴潤l:Li∴リ～~二~い士:I1二三..

心付冊､巨)十､/'l右十受容休はiT:.常ハ心粧t~＼-÷上し.l卜Y;言い

%鮎減少している再三の受容体殿減少は夢イソプ訂テ扮

Ji-i♭刺激により心筋収縮穀とアデニ--ルサイタラ-潔

洲牛'､減弱∴結十 ,L､てい/∴ ∴/〕心トトT:_.,_qSL'1滅rlJし

たβ受容体数が--･儀性殿魁殿か,心筋が商魂度約カテコ

:,∴′伯∴i_＼こ∴､リトニ~■暮tit､済日.<両/iEILT‥し再訪E.･岩瀬訂不

明である紙 こ和減少したβ受容体のため野心鷹収縮力

燥緒殿田約で変感神経斎瑚激や外因性をこ投首したカテコラ

ミ-,/pハ効果吉､優し宰相iLi十等汁.て工∴㍉十.キ_:::∴′ナト工 こ

の制限のため噌澄田も,た戯中東テコラミ満濃さらをこ止界し予

これが選をこき束縛動脈では遭テコラミy殿銀刺激作周の

艶抗を増し,後負荷時機太をこつながると思われる.

く第三部〉 心節食患者における新薬殿効果

言渡湖 は収縮不全を本態とする原因不明で予後不良の

疾患である抄本症の艶本的治療はない血心不全をこ封じて

は発病初期から心筋を保存すること,症状を取り除くこ

とが治療の目的となる｡従来の治療をこ加え,最近では血

管拡張薬芦カテコラミy,経口強心薬が周いられるよう

になってきている甘不整脈は予後をこ塞太な影響を与える

が現在まで有効な治療法は確立していないや



(I)第 1董 心筋症ハムスター (暮ilo IL･1.(;) に

おける (｢oL･nT,ymetllLlについて

(_loPn7rmt･-QIOは心拍レり電 子伝達系に お し､-~こ 重 要 ∴ノこ

役 割 を 果た し芦その製剤は ApY㌘ 産生 を 高 め 心 筋 代 謝

を 賦 活 する瀬心不全をこ対 し効果が期待 さ れ る 酪)旦議)

パ 農 度 は 逆に低 卜してし､pそ工 ∴ここで心 細 ノill恒 二L--Y ∴

る 各 種 薬 剤の効果草増産が可能と思わ れ る 8

1;i(二) 卜= う二日-目上＼∴､くト ･-に 1llo N il(.~'上 (~遠 .∩/.)111e

(.JlL,. Ll;l 結 純利. √う. (tノ遮断刑 . 再 叫 戦 利 . ･卜 1- ト こ

こ雄 誹 〔剤 1/3_:牛後ご1日1日か∴投 与 上 111日=‥日 付 )工 .､不 全

期 に 心 有引 1,J Nl-1二濃度で日.モ持しf仁 羊 検 出 ･ 高 速 液 fir ′し7-､･

表 :i〔り 二 十二心細 勺Nト二濃 度 は 対 象 群 Ll25Ll± 62 nLT

I.. pく､().011 で 丘旨工場 T/し. 1Oo N LlLl 投 封 洋 ‖ Ttq十 tql

tlLT i,.＼＼,.I.. いく (I.(15ト こ は さ 吊 二 低 下 し て い た . 薬 剤

捜 fj･召,軍で しい 遮 断 剤 群 7:.:L低 下 し し亜 1)二七 75 1哨 g .W .t‥

i)く 0.(塙 1. (.ーoL,=叩 11t, (〕川 群 の ん L､嫡 出 N~l･: 濃 度 ハ tl_

好 くt)ipi･卜t l～15 nfl ど .＼＼,.I.. I_1く (1.051 が jti▲'畑 '∴

し'n !‖7yllltナ Q lL､ ｣に 195丁 牛 し､rこ1nLIS 等 ミ･こ ､い )tl,7∴ 吊 ,lfj

粧 -I:I.ハ 代 謝 を 賦 活 し , 八 'Ⅰ､1) 生 成 に 必 須 Llrlも し')で ごま;､叫 h'LILr;

珠 で こし L､穐 能 改 善 を 期 待 L-し て 広 く 使 .F7上 羊 木 て い :々､.

('oLltlハ -m t:ゝ Q lLl が L)(､九l i::_fj∵勅 ∴ は 断 定 で き ',･･'.t･:い が .

そ の 作 済 機 序 な ど か ら 有 望 と 思 わ れ る 砂

(2) 第 2 董 心 不 全 患 者 に お (す る dibl巾 ･r〉-I rI,t･liぐ

A M t~) (r)lk /u lt') の 効 果

血 管 拡 張 薬 を D 監 関 が ど の 状 態 をこ適 し た 時 に 済 い る

と そ の 予 後 を 改 善 す る か ば 明 確 に な っ て い な い が , 心 筋

ハ 喪 失 引 ;jj ＼∴ ㌧ し､十 ㌧上 fl)J -､Fj-:空..畑 土. 心 不 全 し71軽 症 :十 'l

Tablei ll:LlllL- (･Llrdi(頂 l･叩 hiLl こi王1(-iht-)I.tl日直 11こm liL､ rL,ドいLHIS(､ゝ 1o intrtll＼､,し,n(.uS (.Hht小 ･rt･1

班 臨 海 盈扉 m 喜m) 喜 殴打 S溜 りi言だ減 aSも如 m m H 哲) PFjP L_＼T T
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ちから授与 し,負荷を軽減することをこよりその後の経過

を変えられる可能性はある書

r)Ⅰ二転ノヽh:1Pは,種 '々.')ホノi--tン(p7)各階的器官で'/')stヤ(111〔-1

messL,ngerとLて知られている cAhノIl)ハ allこ~ll(哨 で

LT)生化学的r早TJを現 し,また pllOSPho(1iestet-aseによ

あるこ]二が知己･､'.It.血管平滑的i二は【自二接働き. 仁/Lくり

ン(Fl分泌促進在､.と澗汗)伸~日を商人1る作関を有し,二r--十′L

ニト ･-lti謝を改喜させ･三､こL二考:い､･･'来ている.

川')cAh･･ll)を∴ ト-′′Lr)治療に桐いた報駕はあるが.

重症心小仝ハ治療に桐卜た報苧吊 し､まだJいなし､.I_)1女Ah:lI)

汰.Rl法.石心力こ,∴-こ;L,ト法f;:.1･･目し､て収縮及び拡張機

能LJ)変化を検討した.

I)Bcl;u･･lPを静脈内投与中.心拍数.左室径,石室駆

駆出率,最高左宰拡張速度.心拍出量係数は増加した.

さ吊こl如l:..平均肺動脈異人 牡 , 末 階血管抵抗は有意に

低卜した (表 11).

こ,1日､-ハ変化 か よ■- L)l与LTll'＼h･,1P を 心 不全患者に投与 し

た場合､拡 張 機 能 L])改 善 も 期 待 で き る .

(:i) 節 :i章 心 不 全 患 者 に お け る [うt-partialapt)mist

(Xamt)ttlrOl) に つ い て

jゴ遮 断 薬 は 1975 隼 . W こlこIgStein 吊 こよ り7人(･r)tX｢M

愚 老 をこ使 周 さ れ , 臨 床 的 をこ効 果 が あ っ た と初めて報告さ

れ た 16H7). 直 接 的 をこ ぼ β 遮 断 薬 は 心 不 全 を増悪 させる

よ r"7に 考 え ;I,れ る が . 治 療 に FTH ､る 根 拠 ､L二して乱 11

Table5 (.11こ1nL,i,.i0(節-StいIiL.I)1(10(1i)r(､SSLlT-(､.hL,mlrとItL､. (rLlrti(111alshoI171inLT こlnd tい11いh(≠_･yt(,lrう--tl(､C叩tOrS
dul~i11gXanl(:)tL汀OltrL､.rltlll0日t.
､ -
DLlI-illgXこlnlOterOllrL､ll川lLl=1.111川)llprL†SSurt､ こIllt1 ㌔1-(-)reptOr incre;lS(､(1 ill h()th き汀く1uPS.

1.controlgrmIt)(lド 釦

前 投薬諾日田 蔓投薬 5 日 目 投 薬 丁 目 冒 中 止 2 日 日 中止 5日冒

Nore.pin(叩hrine(n層/mD 0.23±0.0とミ - - く5
drugeonee.ntmti(m.拷/ml) - 糾士23 Li一十 35 60±24 <5

syst晶ebloodT)reSSurCLmmHgう 118±17 1:～7±17* 133十 一9* 126±川* 122±1(i 12(ー±15

h(､iI｢tmt亡､摘e離S/min) 78±一5 8-±7 75 士 -3 86±-3 78士1- 73±-1

fraCtioTILLlshortni日韓(鰭) 36士3 4()±5* 41十 5* 41±ヰ* 36士1 36±3

1'.hetn-trこ1日um hTrour)し‖-61

前 投薬 2日目 投 薬 5 日 日 投 薬 7 円 冒 中止 ?日日 中止5日目

Norepinephrine(Ti蛋/ml) 0.51士O.?9 - - 82 士 37 - -
drugcon(､HttrLltioくm監/ml) - 7'二一十20 88 ± 31 く5 <5

systoliebloodtjreLSSur亡パmmHgう 一lO±13 一15十一1* 127 士 16** 12-± 11* 117士5 1-6±1-

h仁一artr.ate(beats/min) 70=ヒ9 丁二三十1- 75 :吏 7 丁一十8 T4±8 丁(う十8

fT-aeti(ーnalshoTlningLooj 19±7 一9十7 20 ± 8 20士9 20=吐9 息9±8

111ビEl‖±1SI) *pく0.05.**<O.(ll＼rsbefOlでdrugs.
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